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新規就農者は 2018 年で 5 万 5,810 人。就農形態別にみると，
新規自営農業就農者は 4 万 2,750 人，法人などで就農する新
規雇用就農者は 23％の 9,820 人，新規参入者は 7.6％の 3,240 
人となっている。新規就農者全体では，65 歳以上と 44 歳以
下がそれぞれ約 3 割を占め，合わせて約 6 割と高齢者のリタ
イア就農と若手の新規就農に 2 分化している。

新規就農者のうち，新規自営農業就農者では，60 歳以上で
の就農が 5 割強を占める。一方，新規雇用就農者では，20 ～
39 歳が 5 割弱を占める。

また，新規参入者では，30 ～ 39 歳の就農が 31.5％と最も

高く，続いて 40 ～ 44 歳が 17.3％，20 ～ 29 歳が 15.7％と
続いている。新規参入した部門別にみると，露地野菜作が1,060 
人と最も多く，次いで施設野菜作が 670 人，果樹作が 510 人，
稲作 420 人，畑作 200 人，花き作 120 人，その他作物 110 人，
畜産関係 150 人となっている。

新規就農者数の推移を 2008 年との対比でみてみると，全体
では 93％，新規自営農業就農者では 86％の減少となっている
が，新規雇用就農者では 116％，さらに新規参入者では 165％
と増加している。　　　　　　　　　　　　　　　　　（K.O）

新規就農者について　統計データから
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表　就農形態別新規就農紗数

日本酒の国内出荷量は，ピーク時（1973 年）には 170 万
kL を超えていたが，他のアルコール飲料との競合などにより，
近年は 50 万 kL を下回る水準まで減少している。消費者の志
向が量から質へと変化し，日本酒の国内出荷量全体に占める特
定名称酒（吟醸酒，純米酒等）の割合が増加している。すなわ
ち，1988 年の国内生産量約 113 万 kL のうち，特定名称酒の
割合は 25％であったものが，2019 年には国内出荷量が約 47
万 kL と大きく減るなかで，その割合は約 35％と相対的に高
まっている。

一方，日本酒の輸出量は増加傾向にあり，2019 年の輸出数
量は約 2 万 5 千 kL と，この 10 年で倍増している。なお，日

本酒の全出荷量に占める輸出量の割合は約 5％である。
日本酒の原料米（2018 年：約 23 万ｔ）のうち，一般的に

流通している米のほか，酒造りのために作られた特別な米であ
る「山田錦」，「五百万石」などの「酒造好適米」が約 40％割
合となっている。表に 2019 年産の酒造好適米の銘柄別生産量
を示した。兵庫，新潟，長野，岡山，秋田の 5 県で約 6 割を
占めている。また，酒造好適米の中でも，「山田錦」，「五百万石」
は，全国の酒造メーカーからのニーズが多く，この 2 銘柄だ
けで酒造好適米全生産量の約6割を占めている。しかしながら，
最近の日本酒出荷量の急減に伴い，酒造好適米の需要量も減少
傾向にあり，供給過剰が続いている状況にある。　　　（K.O）

酒造好適米の生産状況　統計データから

全 国 計 94,207(t) シェア（％）

⼭ ⽥ 錦 34,493 36.6 兵庫： 20,439岡⼭： 2,926 ⼭⼝：2,337
五百万⽯ 19,059 20.2 新潟 ：9,208 富⼭： 3,018 福井：2,514
深 ⼭ 錦 6,475 6.9 ⻑野： 3,620 秋⽥： 1,736 ⼭ 形：   621
雄  町 2,932 3.1 岡⼭： 2,753 広 島：   140 福 岡：   25

秋⽥酒こまち 2,553 2.7 秋⽥： 2,553 ー ー
吟  ⾵ 1,839 2.0 北海道： 1,839 ー ー

ひとごこち 1,825 1.9 ⻑野： 1,563 ⼭ 梨：  190 栃 ⽊： 72
⼋反錦１号 1,786 1.9 広島： 1,786 ー ー
出⽻燦々 1,599 1.7 ⼭形： 1,599 ー ー
越淡麗 1,382 1.5 新潟： 1,382 ー ー

表 酒造好適⽶の銘柄別⽣産量（単位：トン）
主 な 産 地

農産物検査結果（令和２年３⽉31⽇ 速報値）

表　酒造好適米の銘柄別生産量（単位：トン）

24　植調　Vol.54, No.6（2020) 連載・雑草のよもやま　第21回　25

連載・雑草のよもやま

森田　弘彦

「雑草」の言葉を使って人間の善悪を表現することがしば
しばあり，なかでも「雑草魂」は地道な努力を讃える「善」
の意味で，スポーツ分野などで使われる。「悪」の方では，
有罪判決を受けた某芸能人がブログで「・・（良心の）空き
地には徐々に雑草が生えてくるようになってきます。この雑
草が悪の根源なのです。・・」と綴ったそうで，現在でもこ
のように使われるのは誠に心外である。雑草を人の良心を侵
す悪者に例えることは，明治時代のはじめから教科書を通し
て小学生に教え込まれていた。

江戸時代が終わり，1868 年から明治の世の中になり，同 5
（1872）年には新政府が「学制」を布き，子供たちはそれまで
の寺子屋から学校に通うことになった。翌年，文部省が，小
学校用の国語の教科書「小學讀本　巻一～巻四」をアメリカ
の教育書を基に編纂して出版した。「多くの府県の教則で読み
物の教科書として示されたこともあり，各地で翻刻され，明
治 10 年代まで幅広く使用された教科書です（国立教育政策研
究所　教育図書館　HP）。」とのことで，教育史関係の Web
で元版などの情報を入手できるが，筆者の手元には「縣で翻
刻された版」である，「第一（巻之一）：福岡縣筑前國　明治
17 年」，「巻二：山棃縣　刻年不明」と「巻第三：愛知縣名古
屋　明治 18 年，愛知縣三河国　刻年不明」がある（図 -1）。

巻一と巻二では，子供たちの行動や大人たちの働く場面な
どの挿絵を素材に，「これは○○なり，汝らは知れるや？」
と問いかけながら，「学ぶこと」の重要性とその手順が説か
れる。つまり，「巻一」では，世界の人類が 5 つの人種から
なることを述べ，次いで「人に，賢きものと愚なるものと阿

るハ，多く學ぶと學バざるとに，由りてなり，（中略）幼稚
のときより，能く學びて賢きものとなり，必無用の人と，な
ることなかれ」と続く。もちろん文章は日本風に変えられて
いるが，挿絵の方は洋風のままと日本風のものが混在する。

「巻三」では，イネを筆頭に，農作物，花き，樹木などの植
物と，昆虫，魚，鳥類，ほ乳類などの動物が記述されてい
て，国語というよりは理科・生物の教科書を思わせる。実物
が筆者の手元にないため， 「巻四」を Web のデジタルライブ
ラリーでみると，日本，中国，欧米などの勤勉・忠孝に関す
る説話が収録されているので，4 冊目は修身・倫理の教科書
といえる。

「巻二」の「第五回」には，「惡念，惡業は，（心の花園の）
雜草の如く」の記述がある。
    　 今，花園に，善き種を蒔きて，これを，生長せしめ，よき植物と

なし，奇麗なる花を，咲かしめんと欲す，もし，園中に雜草を多く，
生せしむるときは，蒔きたる植物の種を害して，生せしめざるゆゑに，
雜草を盡く抜き取るへし，
　　　　　　（中略）

  　惡念，惡業は，心に，蒔きたる，よき種を害するものにて，實に，
花園に，蒔きたる，植木の種を，害する雜草の如し，個様なる雜草は，
勉めて，抜き去るべし，
　　　　　　（中略）

  　此圖【図 -2】に，画ける人は何を為すと思ふや，○これは，花園
の雜草を，抜き去るなり，

《第21回》

「心の中の惡の要素は雜草の如し」と教えた明治時代の小学生向け教科書

図-1　 明治維新後の小学校国語用教科書「小學讀本」のうち，各地で
翻刻された巻一から巻三の巻頭や表見返し（筆者所蔵）‐1

図-2　 「小學讀本　巻二」の，「雑草のような悪念，悪行を抜き去れ」
との記事に使われた「花園の雑草を抜き去る人」の挿絵
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  　今，口に言ふ所と，行ふ事と，違ひたる小児を，譬へて，汝に，
教ふべし，それ言多くして，事，少き小児は，雜草の，満ちたる，
花園の如し

  　地はもと，よきもの，なれども，善き種を，蒔かざればよき，植
物を，生し，美しき，花を開くことなし，又芽の，出てたるときは，
能く培養せざれば，生長すること能はす　雜草はこれに反して，種
を蒔かざれども，自ら，生長してこれを抜き去らされば，大に蔓りて，
善き植物を害し終にこれを枯らし盡すものなり

  　人の心も，もと，善きものなれども，善き教へを，聞きて，これ
に従はざれば，善き人と成り難し，然れども，惡念，惡業は，雜草
の如く，甚だ生し易し，もし此れを抜き去ることを，怠りて，増長
せしむるときは，良き心を害して，終に，これを枯らし，盡すもの
な（ママ　り）

  　汝等，善き人と，ならんと欲せば，此人の，雜草を，抜き去る如く，
勉めて，惡念を抜き去るべし

植物の豊富な庭園などをみる機会もあったが，確かに，実
体の庭園や花園には雑草のない方が好ましい（図 -3）。　

Web 情報をみると，明治 12（1879）年から農・商の子
弟の教育が強調され，小学生向けの農業教科書が作成される
ようになったという。大阪府士族の松本英忠氏による「小
學農家讀本　1879（図 -4）」もその一つで，「巻之二：第二　
種藝」の末尾には，「怠け者は雑草にも劣る」と説く部分が
ある。
  　夫れ，同し植物にても，藥材となる阿り，毒草となる阿り，人も，亦，

斯くの如く，善惡良否の別阿れ共，彼の植物等の如き，無霊の者に
阿らされハ，己を克免，罨勉して，学問に，従事すれハ，此雜草の

図-3　  庭園や花園での雑草の管理（Ａ： イギリス、王立 Kew植物園
パーム・ハウスとその周囲，Ｂ：東京都千代田区日比谷公園の
芝生）
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如く，同社會を，妨害するに，至らさる可し　然るに，また，身を
脩むることを，知らす，只，酒色に耽り，職業を怠り，一家の貧困
を招くのみならす，遂に，他人にまて，迷惑せしむる者阿り，　是らハ，
彼の雜草にも劣れる者ならすや，
なお，上記文章の前には次のように雑草の名称がでてくる。

  　・・茲に，列する所の，八種なる雜草ハ，同し植物なれとも，大に，
他の植物を害すれハ，田圃に，生育せし免さるべし，　其八種を「半夏」

「剪刀肢」，「カゝミチシハリ」，又，「ニホヒクサ」，「半辺蓮」，「ヒル
ムシロ」，澤瀉，燈心草，莞とす　前の四種ハ，圃に生し，後の四種ハ，
田に生して，稲を害ふ，

「八種」と言いながら 9 つの名前があるものの，「畑雑草：
カラスビシャク，イワニガナやオオヂシバリ，チドメグサ（=
ニホヒグサ？），ミゾカクシ　水田雑草：ヒルムシロ，オモ
ダカ，クログワイ？　フトイ」であろう。8 種の選定基準を
書いていただきたかった。

「酒色に耽り，職業を怠り，一家の貧困を招く（者は雑草
にも劣る）」とは，小学生よりは親に説くべきと思うが，そ
れはさておき，当時の小学生はこんなに多くの漢字の混じっ
た文章を読みこなせたのだろうか。さすがにその問題もあっ
たようで，漢字の読みと意味を集めた「小學農家讀本　字引

（澁谷章平編輯・松本英忠訂正　1880）」」で補われたようだ。
参考書の走りといえよう。

実体としての雑草は引き続き主に防除の対象であるが，人
のココロの中では「善」の役割を伸ばしていって欲しい。

図-4　  「怠け者は雑草にも劣る」と教えた，教科書「小學農家讀本　
（1880）」の表見返し（Ａ）と雑草を示すと思われる挿絵（Ｂ）
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